
切片内の局在を知りたい



例
1. 切片上でどんな成分がどん

な分布をしているか
2. 既知の局在と共局在をする

成分はなにか
3. 各画素を指定した数に分類

したい
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手順

1. 画像解析を選択
2. データ読み込み
3. 参照画像（既知の局在）読み込み
4. 位置合わせ（画像レジストレーション）
5. 必要があればROI設定
6. データ行列テーブル計算
7. 類似画像抽出



１．“画像解析”を選択



２．データファイル (.imdx)を追加



３．参照画像の読み込み
参照画像として使用する画像ファイルを読み込みます。
メニューバーの ファイル→参照画像の管理 を選択します。



3.1 “参照画像の管理”画面が開きます



3.2 使用する画像をインポート
使用する画像を選択します。
この例では既に入っていた画像と同じ画像をインポートしています。



3.3 インポートした画像を背景用に設定し
ます。



4. 位置合わせ(画像レジストレーション)
“画像レジストレーション”を選択します



4.1 背景画像が選択されています



4.2 画像レジストレーション画面が開き
ます 画像とMSイメージングのTIC像が重なった状態で表示されます。



4.3 粗い画像レジストレーション
画面左側のパラメータ調整のボタンやズームを使用して
参照画像がうまくMSイメージに合うように調整します。



4.4 粗い画像レジストレーション



4.5 細かい画像レジストレーション
グリッドが重ね書きされた画像が表示されます。
このグリッドの交点を動かすことによって画像を変形できます。



4.6 画像変形例



4.7 位置合わせが完了したら“保存”を押し
ます



5. 必要があればROIを設定します



5.1 ツールを選択してROIを描きます
四角、丸、多角形でROIを描写できます。



5.2 ROIリストに記載されます
ROIを描いたあとに属性を設定します。



6. データ行列計算の”前処理”の設定



6.1 前処理（ノーマライズ）の設定

“ノーマライズ”の基準を設定します。
TICが一般的です。



6.2 データ行列の設定



6.3 データ行列の設定

対象とするピークを選択します。

ノンターゲットはスペクトルから一定幅で信号強
度を切り出します。
ターゲットは特定のm/z値と許容幅を指定します。



6.4 データ行列の計算



6.5 計算の実行 前処理の計算を行っていない場合はここで一緒に計算されます。
対象とする成分が多くなると時間がかかります。



6.7 データ行列計算完了



7. “類似画像抽出計算”を選択



7.1 使用する色を選択（この例では白黒）
画像の中の単色しか扱えません。
参照画像の内、使用する色を指定してください。
白黒の場合はグレースケールを選択してください。
潜在変数は自動のほうが精度はいいですが時間がか
かります。
抽出数は自動的に画像化されるm/zの数です。
データ点数を間引くと得られる像も間引かれます。
抽出幅は同位体ばかり出てくるのを防ぐための幅で
その範囲内の最大の回帰係数もm/zだけが抽出され
ます。



7.2 計算ダイアログ



7.3 類似画像抽出結果

参照画像 計算された回帰像

回帰係数

左側が参照画像、中央がMSイメージングデータから計算された回帰像です。
右側の抽出リスト内に回帰係数の絶対値が大きいものが画像化されます。

抽出リスト



7.3メイン画面に画像を追加

抽出リストで画像を選択して
“MSイメージ一覧に追加”ボタンを押すと、メイ
ンの画面に選択した画像が追加されます。



7.4 MSイメージ一覧に画像が追加された
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